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日本の研
究力が見
えない



量
Volume
Quantity

質
Quality

研究力をどのように測るか？
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被引用数が基本

※なお、インパクトファクターは雑誌の評価
であり、ここでいう質の指標とは全く違うも
のです。

• 文献タイプで違う
Articleと、Reviewで違う傾向
Reviewはたくさん引用される

• 分野で違う
分野による被引用の違い
医学系の引用は多い
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質

〇平均の被引用度： FWCI（Field Weighted Citation Impact）
文献タイプ、分野で補正。世界平均を１とする。

〇トップ論文： 引用度トップ１％、１０％
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小泉の発表論文

引用）小泉の論文には、
ｘｘｘということが書い
てあった

被引用数 = ５
５本の論文に引用された

これが論文の「質」を表す

「質」＝被引用数が基本

被引用数が、「質」として測定される



エルゼビア SciValで2020年6月にデータ取得

①
②

⑤
③

④

日本の研究の現状 「質」に課題あり

⑥



エルゼビア SciValで2020年6月にデータ取得

①アメリカ
②EU28か国

⑤日本
③韓国

④中国

日本の研究の現状 「質」に課題あり

⑥シンガポール



研究成果が、どれだけ読まれた
か？どれだけ見られたか？どれだ
け他の研究者や他のセクターの皆
さんと情報を共有できるか？
が、価値を生み出す
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単に指標だけの問題ではない



みんなで一緒に、一つ一つの
研究成果を組み合わせ、新た
な価値をイノベーションする

皆で一緒に、一つ一つの研究成果を重ね、イノベーションを生み出す
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研究成果
をみんな
でシェア
していく

イノベー
ション



Gold OA
出版社による論文のOA化

Green OA
最終マニュスクリプトのOA化
（大学レポジトリーなど）

研究者まかせになっていた
研究者はGoldOAを好んで引
用する傾向

国として、レポジトリーなど
の政策をたて、大学に任せた
状態になっていた（当初初期
費用投資など）

OAの推進について

GoldならびにGreenOAについて
車の両輪として議論していく必要性



日本において何が問題なのか？ 日本の課題１）研究者がAPCを負担する構図

• 科学技術・学術政策研究所 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020） 12



日本の課題２）金持ち研究者しかAPC料を払えない 「研究者間格差」

• 科学技術・学術政策研究所 科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査2020）
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日本においては、大学図書館コンソーシアム連合
「JUSTICE」が窓口。
ただ、交渉はすれど、結局、契約は各大学ごとにバラ
バラで。
← 必要なパッケージやタイトル、財源の違い、ニー
ズに対する温度差など、大学間の事情の違いが大きい。

オーストラリア
CAUL

イギリス
JISC

スウェーデン
Bibsam

ドイツ
Projekt DEAL

日本の課題３） 大学が国レベルでまとまって出版社と交渉するスキームが必要
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ジャーナル出版
電子出版
図書館

研究力強化

研究力発信力強化
国際的なVisibility

向上

研究力強化、国際的な研究の可視化という視点で、総合的な議論が必要
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（大学レポジトリーな

ど）



“一方、こうした転換契約は一時的な解決策にしかすぎない。
今後は、多くの学術雑誌が、これまでの購読モデルからオープ
ンアクセス出版を軸としたビジネスモデルに大きく変化してい
くだろう。そうしたとき、日本としてどのように将来を見据え
たオープンアクセス政策を考え、出版社と交渉できるか、国の
政策担当者や、大学図書館・研究者・URAなど皆で知恵を出し
合い、早々に議論していくべきであろう。”

「転換契約」による研究成果のオープンアクセスの促進
自然科学研究機構 小泉 周
実験医学2023年2月号 より引用

転換契約は一つの手段であるが、これから数年後の先をみた一手が必要



国

大学

研究者

バラバラに考える
のではなく、階層
をこえた一体的な
動きをつくる必要
がある

図書館 研究力強
化

様々な分野



転換契約パイロットにむけた、大学関係者のご尽力と献身的な協力に感謝します。
とりわけ、この一年、ずっと一緒に議論してきた仲間である、東北大・大隅副学
長、東工大・山田館長をはじめ、東工大・茂出木参事、東北大・小陳事務部長、
東大・金藤課長に感謝申し上げます。
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